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事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

・食材廃棄量抑制を図る(200kg/月→
100kg/月) ・廃棄商材の再利用化(ヘ
◌゚ースト化) ・在庫の適正管理

・月間200kg近くあった廃棄量は、1／
10程度まで下がった。ペースト化の
他、訳あり商品として加工の手間をか
けずに、より在庫が適正に管理・
キャッシュ化できている。

・廃棄率3％まで下げる。在庫の回転
率をさらに上げるため、ペースト等の
卸先を増やしていく。

・他企業と連携しておいもペーストの
活用方法を探る

・地域のお菓子屋さんとの商品開発の
提案、原料の提供を更に進め、地域の
活性化にもつなげていく。

目標に関連する取組内容

・農業者から直接仕入れすることで農
業者の収益を守る
・高品質かつ高付加価値商品の提供
・冷凍保存体制構築によるフードロス
削減

・仕入れ量が増えるも、農業者からの
直接仕入れは常に維持し続け、好循環
を生み出せる仕組みづくりを継続して
いく。
・ロスを生まないよう他社とも連携し
ながら、高品質のさつまいもスイーツ
を開発・販売し、付加価値商品を提供
している。
・冷凍設備の拡張、および急速冷凍機
の導入により、品質の維持がより可能
となり、ロスの軽減・作業の効率化が
進んでいる。

・今後も仕入れ量が増えるため、品質
を維持しながらも連携する農業者を増
やし、仲介を挟まない直接仕入れは今
後も継続していく。
・OEMを活用しながら、さらなる高付
加価値の商品のバリエーションを増や
し、より魅力的で楽しめる価値を提供
していく。

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

企業の経済的価値の追求と社会的課題解決の両立を図り、持続可能な地域社会の発展に寄与する

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

おいもで地域の健康促進を図る

・福祉施設等への出張販売を行う ・
福祉施設等とのサブスク提携による定
期訪問を行う ・FC展開による広域提
供可能な体制の構築

・福祉施設へ委託での販売を行っても
らい。利用者様への仕事の機会の創出
のきっかけとなっている。
・FC展開により、県内・県外で展開。
冷凍発送により、廃棄のリスクを限り
なく低く提供できている。

・福祉事業者に加え、民間企業へも焼
き芋の定期配送を増やし、健康増進を
進めていく。

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2023

ゴール 2022 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2023 年12月31日までの取組目標

業　　　　　種

従業員（構成員）数

４ 代表者　職・氏名
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